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序     文 

 

スリランカ国（以下「ス」国）では、初の高速道路となる南部高速道路と外郭環状道路

が建設中であり、同時に、開通後の高速道路を運営管理する組織として、高速道路庁が設

立されることが決まっています。 

この高速道路庁の設立に際し、「ス」国より高速道路の運営管理に対する支援及び対象組

織の能力向上を目的として要請が出されました。 

こうした中、JICA は 2008 年 8 月にプロジェクト形成調査を行い、高速道路庁設立準備

機関の活動が確認されたため、2009 年 7 月から 2 年 2 ヶ月の予定で本プロジェクトが開始

されました。 

本プロジェクトは 2011 年 8 月をもって終了する予定となっていたところ、「ス」国側よ

り期間の延長要請がなされたことから、2010 年 12 月に運営指導調査を実施し、本プロジ

ェクトの活動実績や成果の進捗状況、今後の課題等を調査、分析、確認し、「ス」国側と協

議、共有した上でミニッツに取りまとめました。本報告書は、今回の調査結果を取りまと

めたものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げるとと

もに、併せて今後のご支援をお願いする次第です。 

 

2011 年 1 月 

 

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 

経済基盤開発部長 小西 淳文 
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第１章 運営指導調査の概要 

 

1-1 本調査団派遣までの経緯と本調査団の目的 

 スリランカ国初の高速道路が開通を迎えるに当たり、高速道路の運営維持管理体制を整備すべく、高

速道路庁の立ち上げに際し、必要な能力向上に資する協力要請がスリランカ国政府よりあった。この要

請への対応として、事前策定調査団が派遣され（2009 年 2 月）プロジェクト内容の策定がなされた。

Expressway Authority (EA)の前身組織である Expressway Management Unit (EMU)が組織され活動が開

始されることを本プロジェクト開始の前提条件としていたところ、それが確認されたことから、2009 年

6 月に RD 締結、翌月の 7月には高速道路総合運営維持管理チーフアドバイザーとして長期専門家を派遣

し、本プロジェクトは開始されたものである。 

この EMU は当初５名から開始されたが、人材能力に関する問題点が専門家より提示され、初めて開通

する高速道路の運営体制を段階的に拡充していく前提に立ち、EMU に対する人事の取組みが重要である

ことから、事業の改善を目的として 2009 年 10 月に運営指導調査を実施している。しかしながら、交通

管理の長期専門家を派遣後にも、当初想定していた開通時期も建設工事の遅れにより延期されることに

なり、建設への意識が強いためか、EMU の組織に関する拡充はほとんど無いままに今日に至っている。 

こうした中、2011 年 8 月までをプロジェクト期間としていたが、スリランカ国政府から本プロジェク

ト期間の延長要請が提出され、プロジェクトの進捗状況を詳細に把握すると共に、プロジェクト期間の

延長の必要性有無も含めた協議を行うことを目的として本調査団の派遣を行ったものである。 

 

1-2 調査団の構成 

氏 名 担 当 所 属 

川原 俊太郎 団長／総括 JICA 経済基盤開発部 参事役 

森 俊之 計画・業務調整 
JICA 経済基盤開発部 計画・調整課 
（運輸交通・情報通信第３課） 

 

1-3 協議・調査日程 

日程 活動内容 

13 月 

コロンボ到着 
AM キックオフミーティング 
PM 南部高速道路（STDP）事業進捗会議（PCC）同席 

修正 R/D 協議 

14 火 
AM 修正 R/D 協議 
PM EMU との協議 

15 水 
AM ADB 面談 
PM 修正 R/D 協議 

16 木 

AM 財務省（ERD）協議 
PM 協議議事録サイン 
  大使館報告、事務所報告 
深夜 コロンボ発 

2010 年 

12 月 

17 金 成田着 
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1-4 主要面談者 

名前 職位 

Ministry of Ports and Highways (MOPH) 

Cooray (Ms) Secretary,  

Gunathilake (Mr) Additional Secretary 

Road Development Authority (RDA) 

Pemasiri (Mr) Director General 

Bandara (Mr) Director Planning 

Meihandan (Mr) Additional Director General 

Chandrasiri (Mr) Project Direcotr of STDP 

Namalie (Ms) Deputy Director Planning 

Fernand (Mr) Head of EMU 

External Resource Department (ERD) 

Premaratne (Mr) Assistant Director 

Asia Development Bank (ADB) 

Richard (Mr) Country Director 

Aruna (Mr) Transport Specialist 

 

(2)日本側面談者 

名前 職位 

在スリランカ日本国大使館 

ミノヤ スグル 経済班長 

JICA スリランカ事務所 

志村 哲 所長 

大塚 卓哉 次長 

樋口 辰徳 所員 

個別専門家 

市岡 隆興 道路政策アドバイザー（MOPH） 

プロジェクト専門家 

三倉 義教 総合高速道路運営維持管理 

熊田 一彦 交通管理 
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第２章 協議・調査結果 

 

2-1 本プロジェクトの進捗状況 

（１）日本側の投入実績 

 【長期専門家】 

 総合高速道路運営維持管理 （2009 年 7 月～） 

 交通管理         （2010 年 2 月～） 

 【短期専門家】 

 料金収受     （2010 年 3 月、2週間） 

 【本邦研修】 

 2010 年 3 月 1 週間 5 名 

 2010 年 7 月 2 週間 7 名 

 【機器（在外事業強化費）】 

 プロジェクター、スクリーン、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ 

 

（２）成果の達成状況 

 本プロジェクトの成果は、①交通管理、点検・維持修繕、料金収受に係る組織体制の構築、②職員の

交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する能力の定着、③高速道路供用後、交通管理、点検・維持

修繕、料金収受が適切に実施される、である。 

 この成果を達成するための活動として、①設置される EA の組織体制案の作成や各組織の業務内容の

検討、必要な人員配置の検討、②交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する業務マニュアルの作成

とそれらを使用した職員への訓練、③高速道路供用後のフォローアップと作成した各種マニュアルの改

訂、を行うこととしている。 

 EMU の職員数が少ない状況ではあるが、①に関する成果・活動については検討され作成済みであり、

②に関する各種マニュアルについても順調に作成作業が進んでいる。今後は EMU の人員拡張後に訓練を

通して技術移転をしていく予定である。それらを通して高速道路供用後に③に関する活動が実施される

こととなる。 

 

 

2-2 建設中の高速道路の進捗状況 

初日に、南部高速道路建設事業の Project Coordinate Committee（PCC：MOPH 次官を議長とし、関係

する職員、コンサルタント、コントラクターが一同に会し進捗報告がなされる月 1回の委員会）に同席

することができ、高速道路建設の進捗状況を確認することが出来た。package 毎にコンサルタント及び

コントラクターから現場の進捗状況報告・現場の是正指示等がなされ、工事完成までの予定も共有され

ていた。この委員会では、MOPH 次官より 2011 年 6 月中に工事を終えるよう催促された場面もあった。 

こうした中、本プロジェクトと密接に関係する、最初に開通する南部高速道路の建設区間については、

遅くとも 2011 年 7～8 月頃には必要な土木工事が完成するものと推測された。 
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2-3 開通時期と開通方法について 

事前に送付している質問状の回答に記載のあった開通予定時期は、2011 年 7 月（tentative）及び 2012

年 2 月（permanent）であり、PCC での報告から推測される土木工事終了時期からも大幅な誤差はないこ

とが確認できた。全ての土木工事が終了するということではなく、開通して車が走行できる最低限での

土木工事終了を考えた場合（舗装や交通安全施設は完成させ、盛土の法面作業など車道以外での工事が

残っている状態）には、物理的な開通はもう少し前倒しできることも考えられる。ここで、2011 年 7 月

の tentative とは、料金徴収が現金によるものであり、2012 年 2 月の permanent とは、Touch&Go や ETC

の料金システムの導入としている。当初想定されていた 2011 年 4 月開通という目標は、すでに延期さ

れているものと判断できる。 

 南部高速道路の最初に開通を想定している区間は 3つの Package で工事が進められており、進捗状況

も異なっているが、開通方法は、この工事の進捗に応じて各 Package での工事完了に伴い順次開通して

いくのではなく、全区間を一斉に開通するという方針を確認した。また、開通当初から有料道路として

開通するということも確認している。 

開通区間の最北にある Kottawa-IC は南部高速道路と環状高速道路（OCH）とがつながる IC であるが、

工事は OCH の契約に含まれている。現在、この IC の建設が遅れている影響もあり、開通区間が１区間

短縮される可能性はあるものの、同時に全線を開通させるべくこの IC で、仮設のランプが設置可能か

検討中である。 

 

 

2-4 プロジェクト延長の為の条件整理と延長期間 

 実施機関から回答のあった開通予定時期について、PCC への同席により最初の 2011 年 7 月開通は物理

的に可能であることが確認できたため、今後のプロジェクトの行程を考える上で、このポイントをマイ

ルストーンとして調整・協議を行った。 

 本プロジェクトの延長可否判断にあたり、C/P の人員不足や EA 設立の遅れに伴うプロジェクトの一時

中断という方法を選択せず、上記の通り物理的には開通ができることが見えてきたため、円借款で建設

している高速道路が事業効果を上げるよう、プロジェクト期間の延長を可と判断するに至った。 

 

（１）延長の為の条件整理 

 本プロジェクトは 2011 年 8 月までであるが、プロジェクト期間を延長するにあたり必要な事務手続

き等を考えると、2011 年 2 月には修正 R/D の合意（サイン）が必要であるため、この 2月までに実施機

関がすべき期間延長のための、以下の必要条件を提示・協議し合意に至った。 

   ①最低４人を EMU スタッフへ増員すること<合計 10 名> 

   ②高速道路管理委員会の設置 

   ③新しい Project Director PD の配置 

①については、EMU のメンバーが高速道路の運営に必要なスタッフへ指導・訓練を行う必要があり、

その指導・訓練を行うコアメンバーとして、専門家が技術移転を行う必要最低限の人数を配置するよう

に求めたものである。 

②については、本プロジェクトの活動だけではなく、開通までに必要な法案を含めた準備、関係部署

との調整等について、それらの進捗を管理している部局が無かったために PD を議長とする月１回の委

員会を開催して、JICA や ADB も同席した上で、関係課や関係機関が開通までに必要な準備に関する全体
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の進捗と全体像の把握を求めたものである。 

③については、PD を現在の MOPH 次官から RDA 長官へ移行することで、実質的な指導を行ってもらう

ことで、本プロジェクトの動きを軽くすることを要求したものである。この点については、協議中に合

意に至り、確約できたものである。 

 

（２）プロジェクトの延長期間 

 本プロジェクトの期間は最長 2012 年 8 月までとして協議し、合意に至った。これは、開通方法が 2

パターン検討されている中で、permanent での開通予定時期である 2012 年 2 月から 6ヶ月のフォローア

ップの期間を見込んで設定したものである。なお、tentative での開通を含むこの 2 つの開通時期につ

いては、天災による工事進捗の遅れ、法案整備の遅れ、関係機関との調整による遅れ、料金システム設

計に関する契約・納品の遅れ等、ソフト面も含めた行程遅延のリスクが考えられる。これらの行程に遅

れが生じた場合においても、本プロジェクトとして成果を上げるに足る期間を検討し設定したものであ

る。 

 なお、先方からは不可抗力事象が発生した際には再延長をして欲しい旨、強い要望があったものの本

プロジェクトとして基本的に再延長は無いこと、プロジェクトの延長期間≠長期専門家の派遣期間であ

ること、2パターンの開通 3ヵ月前には、その運営に必要なスタッフを配置すること、に合意している。 

 

 

2-5 高速道路庁設立時期とプロジェクトの位置付け 

本プロジェクトは設立される EA に対する技術移転を目標としていたが、関係する法律の制定・承認

の遅れにより EA 設立も遅れており、現在は前身組織である EMU に対しての技術移転に留まっている。

関係する法案が承認され、準備期間を経た後に EA が設立されるため、現時点でこの時期が明確ではな

い。そうした状況の中、本来であれば、EA が正式に設立されるまでプロジェクトの中断という判断も考

えうるが、スリランカ国側では、開通までに必ずしも EA 設立を間に合わせるとするのではなく、開通

の方が早い場合は RDA にて対応する準備も行っている。一方で、土木工事は着々と進んでおり物理的な

開通が見えてきている状況において、本プロジェクトの目標としては、EA への技術移転を主とするので

はなく、円借款により建設されている高速道路の効率的な効果発現への支援として、第一に高速道路開

通時の安全な交通の確保、事故等緊急事態対応、現金による料金徴収の実施がなされることへの支援と

して活動することが妥当である。このため、タイトなスケジュールの中で、EA の設置を待たず、EMU の

人員を強化し、その人員に技術移転、トレーニングをして行くこととした。 

スリランカ国で検討中の Touch&Go や ETC といった料金システムについては、実施機関での検討の進

捗に応じて可能な範囲で本プロジェクトからは協力することとし、実施機関からはそれらの支援につい

ても強い要請があったものの、本プロジェクト開始時に想定していた現金での料金収受までが円滑にさ

れることを第一の目的とすることに合意している。 

 

 

2-6 その他 

・EA 設立に関する法律以外に、高速道路開通に必要な関係法（道路交通法や運送法）の制定も遅れて

いることが確認でき、これらの制定の遅れが高速道路開通を遅らせてしまう可能性もある。これにつ

いては、設置を要求した高速道路管理委員会でも調整されることを予定している。 
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・実施機関からは、今回の協議で合意した工程について、既にその工程が遅れた場合の対応（再延長）

について強い要請があったが、真に必要だと判断された時に、改めて日本からの協力が必要な内容を

検討のうえ、新たなプロジェクトや専門家派遣などを要請して頂くこととして合意している。現時点

で考えられる協力としては、Touch&Go や ETC などの料金システムに関し、遅れているシステム導入自

体への支援や日本での経験があるシステムの利用率向上に関する支援が考えられるところである。し

かしながら、システム導入自体への支援ついては、現在入札準備中であるシステム導入契約において、

契約者が日本の企業若しくは日本での ETC 方式に近い形であれば対応が可能であるものの、諸外国で

導入されている ETC 方式であれば、その協力範囲は限られることになる。 

・建設がピークである高速道路であるが、各専門家からは、開通後の土木構造物や高速道路としての

技術的問題点が建設時点から存在していることが指摘されている。例えば、切土勾配に関して、各

package で設計方針が違うなど、高速道路を運営するに際に、通行車両への安全性に対する問題が顕

在化した場合、これらの対応に関するプロジェクトも想定される。このプロジェクトが必要となった

場合、RDA や設立後の EA が技術的知見からの意見を受け入れて、適切に対応することに合意しておく

必要があろう。 

 ・維持管理で検討されている性能規定型維持管理について ADB との意見交換を行ったところ、ADB と

しては最初の数年で、複数の契約方式を使って維持管理状況を比較・モニタリングすることで、最も

良い維持管理方法を実施した契約者とその後の複数年契約をする、など検討しているとのことであっ

た。本プロジェクトで作成している点検・維持修繕に関するマニュアルは性能規定型維持管理の発注

の内容が詳細に詰まっていない部分もあるため、直営管理、数量清算契約、性能規定型契約のいずれ

にも対応できるマニュアルとすることとした。 
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第３章 今後のプロジェクト実施上の課題と留意点 

本調査団が現地で協議を行うまでは、実施機関側は高速道路の建設が遅れているために、管理運営組

織である EMU の人員拡充や EA の立ち上げに対する対応が弱かったことが認められた。協議を終えて、1

回目の開通が 2011 年７月と確認されたところ、これまでより進捗は加速するものと思われるものの、

予定通り拡充されるか、高速道路管理委員会での進捗状況管理が必要である。 

EMU の所掌を超えるような組織的な業務分担の割振り（通行料金制度の制定、法令整備、必要な人員

配置など）や進捗管理が行えていなかったが、RDA 長官とも認識を共有でき、人員に関する拡充計画も

合意できていることから、7 月開通を見据えたときには非常にタイトな工程となるが、高速道路管理委

員会での進捗状況管理と必要に応じて JICA からの働きかけも必要である。 

派遣している専門家は、プロジェクトの外部条件とされている部分（料金制度、人員拡張案等）につ

いても実質的に支援を行ってきており、ADB も実施機関に対して法律改正の助言も行っているが、必要

に応じて高速道路管理委員会で JICA からのインプットも必要になると思慮される。 

RDA の維持管理業務の外注化は限定的な範囲のみで想定されている模様であり、直営作業や別契約が

必要な状況になった場合、人員の拡充が計画どおりに進まないと影響があると危惧されるところ、柔軟

なアウトソーシングが検討される必要がある。 
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